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１／５

（ 潜 水 業 務 ）

問 １ 気体の物理的性質に関する次の記述のうち、誤って

いるものはどれか。

（１）温度が一定の場合は気体の圧力Ｐと体積Ｖの関係

は Ｐ/Ｖ＝一定 の関係が成り立つ。

（２）同一圧力に保った気体の体積は、温度が０℃から

１℃になると２７３分の１増加する。

（３）２種類以上のガス（気体）により構成される混合

気体の全圧は、それぞれのガスの分圧の和に等しい。

（４）液体中に溶け込むことができる気体の質量は、温

度が一定であれば、その気体の圧力（混合気体の場

合は分圧）に比例する。

（５）流れていない気体中の任意の１点に作用する圧力

は、あらゆる方向について一定である。

問 ２ 気体の化学的性質等に関する次の記述のうち、誤っ

ているものはどれか。

（１）空気は酸素約２１％、窒素約７８％、二酸化炭素

その他が約１％で構成される。

（２）酸素は無色、無臭の気体で物を燃焼させる力を持

ち、高圧高濃度の酸素は酸素中毒を引き起こす。

（３）窒素は無色、無味、無臭の不活性ガスであるが、

高圧の窒素は麻酔作用がある。

（４）ヘリウムは化学的には安定した気体で、酸素と較

べると重い気体である。

（５）二酸化炭素（炭酸ガス）は、人体の代謝作用の結

果等により生じる。

問 ３ 大気圧下で、水深１５ｍの海水中にあるボールが受

ける絶対圧力は次のうちどれか。

３ただし、１気圧＝０.１ＭPa、海水の密度を１.０ｇ/cm

として計算する。

（１）０.１５ＭPa

（２）０.２ ＭPa

（３）０.２５ＭPa

（４）０.３ ＭPa

（５）０.３５ＭPa

問 ４ 水中における音や光の伝播等に関する次の記述のう
ぱ

ち、誤っているものはどれか。

（１）水中では、音は毎秒１４００ｍの速度で伝わり、

かつ、長い距離を伝達することができる。

（２）水中で物が青く見えるのは、青色が最も水に吸収

されにくいからである。

（３）水中では、蛍光性のオレンジ、白、黄の順でよく

見える。

（４）光は、空気と水の境界で屈折するので、空気中か

ら水中にあるものを見ると、実際より深い位置にあ

るように見える。

（５）水中では両耳効果が減少し、音源の方向探知が困

難である。

問 ５ 潜水業務に必要な器具に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）信号索は、いのち綱の役目も果たすので、水中電

話があっても万一の事故に備えて用意しておくこと

が望ましい。

（２）水深計は、指針が２本付いていて、１本は現在の

水深、他の１本は潜水中の最大深度を表示する方式

のものが便利である。

（３）さがり綱（潜降索）は、丈夫なマニラ麻製で太さ

１～２cm程度のものを使用し、水深を示す目印とし

て３ｍごとにマークを付ける。

（４）スクーバ式潜水器の救命胴衣は、引金を引くと、

圧力調整器のファーストステージから高圧空気が出

て救命胴衣が膨張するようになっている。

（５）ヘルメット式潜水器の鉛錘（ウエイト）は、浮力

を押さえるとともに潜水靴と同様に潜水中の体の安

定を保つために使用する。



問 ６ 強潮流中での潜水に関する次の記述のうち、誤って

いるものはどれか。

（１）潜水時の潮流の条件は、一般的にはスクーバ式潜

水では１.５ノット以下、フーカー式潜水では１.０

ノット以下、ヘルメット式潜水では０.５ノット以下

といわれている。

（２）潮流の強い箇所での潜水作業では、潜降索を張り、

潜水者は潜降索につかまり潜水をする必要がある。

（３）強潮流下では、潮流の上手に潜水者の回収船を待

機させ、潜水者が流されたときなどの非常時に備え

る必要がある。

（４）潮流のある箇所での潜水作業では、超音波流速計

で水面、水中及び海底の潮流速度を計測することが

望ましい。

（５）潮流が速く水深３０ｍ～４０ｍと深い潜水の場合、

潜水者の負担が大きくなるのでスクーバ式潜水では、

エアー切れや窒素酔いなどに注意する必要がある。

問 ７ 潜水中に起こる障害（災害）に関する次の記述のう

ち、誤っているものはどれか。

（１）潜水墜落は、空気圧縮機からの送気量が不足した

ときに起こりやすい。

（２）水中におけるガス溶接・溶断作業では、作業時に

発生したガスが滞留し、ガス爆発を起こすことがあ

るが、水中であるため軽い火傷を受ける程度ですむ。

（３）溺れは、ヘルメットやマスクからの浸水によって
おぼ

起こることがあるが、潜水服の裂け目からの浸水は

一般に危険性が小さい。

（４）水中拘束は、送気ホースが作業船の吊りフックや

ワイヤロープにからまったり、テトラポットの間か

ら出られなくなったりした時などに起こる。

（５）海中の生物による危険には、かみ傷、切り傷のほ

か、あかえい等による刺し傷がある。

潜水Ａ

２／５

問 ８ 無視界潜水に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）河口付近の水域は降雨による増水等で水中の透明

度が悪化し約２～３ｍ潜水するだけで全くの暗闇と

なることが多い。

（２）透明度の悪い海水では、水中ライトを使用しても

光が混濁物に散乱するため、光が対象物まで届かず

視認することが難しい。

（３）スクーバ式潜水では、危険回避のため２人１組で

潜水を行うが、無視界潜水では潜水者同士が視認で

きないので単独で行うほうがよい。

（４）無視界環境下でスクーバ式潜水を行う場合には、

潜水者に必ずライフラインを装備させる。

（５）無視界環境下では、潜水者の体を拘束する漁網や

ロープなど障害物を視認できないので作業前の確認

調査や、障害物の切断に用いるナイフやペンチ、ヤ

スリを装備する必要がある。

問 ９ 特殊な環境下での潜水に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）淡水は海水に較べて浮力が小さいため、海水時と

同じウェイト（重量）を装備するとウェイトオーバ

ーになる。

（２）汚染のひどい水域では、スクーバ式潜水が適して

いる。

（３）淡水は一般的に塩分濃度が低く、海水より殺菌作

用や浄化作用が乏しいため外傷などが化膿しやすい。

（４）寒冷地で厳冬期の潜水では、スクーバ潜水器のレ

ギュレーターが凍結し、給気不能に陥ることがある。

（５）標高が高いダム等での潜水において、通常の潜水

と同じ減圧を行うと減圧症を発症することがある。



問１０ 潜水業務の管理に関する次の記述のうち、誤ってい

るものはどれか。

（１）潜水最大深度から最初の浮上停止深度までの浮上

速度は、毎分１０ｍ以下とする。

（２）緊急事態により浮上速度を速めた潜水者は、浮上

後直ちに再圧室で所定の圧力まで加圧するが、この

加圧速度は毎分０.１ＭPa以下とする。

（３）潜水業務を行うときは、潜水者に純酸素を吸入さ

せない。

（４）送気式潜水の場合、潜水者と連絡員が通話装置に

より通話可能なときには、信号索、水中時計及び水

深計は携行しなくてもよい。

（５）さがり綱は、始業前に強度の確認と浮上の目印の

確認を行う。

（送気、潜降及び浮上）

問１１ 空気圧縮機を使用した潜水業務の送気系統を示す次

の図のＡ～Ｄに入れる名称の組合せとして、正しいも

のは(１)～(５)のうちどれか。

ストレーナー

Ａ

ホースへ

安全弁

Ｂ Ｃ

コンプレッサー 切換え用ストップバルブ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

(１) 空気清浄器 予備タンク 調節タンク 逆 止 弁

(２) 逆 止 弁 予備タンク 調節タンク 空気清浄器

(３) 逆 止 弁 調節タンク 予備タンク 空気清浄器

(４) 逆 止 弁 空気清浄器 調節タンク 予備タンク

(５) 空気清浄器 調節タンク 予備タンク 逆 止 弁

潜水Ａ

３／５

問１２ 送気式潜水器の空気槽の取扱いに関する次の記述の

うち、誤っているものはどれか。

（１）始業前に、空気槽にたまった凝結水や機械油など

は、必ずドレーンコックを開放して圧縮空気と一緒

に放出する。

（２）潜水終了後、空気槽内に残った圧縮空気をドレー

ンコックから抜いておく。

（３）予備空気槽の圧力が規定の圧力より低下しないよ

う、常に空気漏れに留意する。

（４）予備空気槽については、潜水開始前に潜水深度と

同じ圧力になるまで、空気を充填する。

（５）予備空気槽に貯蔵される空気量は、最大潜水深度

で横移動に２分、浮上に２分の合計４分間の呼吸量

に相当する空気量に過ぎないので、万一予備空気槽

を使用する事態が生じたときは、直ちに浮上を開始

する。

問１３ マスク式潜水器の送気に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）マスク式潜水器に使用するコンプレッサーは、ヘ

ルメット式及びフーカー式と同種のもので、作業船

上に設置して作業船の動力（主機）又は専用の補機

を使用する。

（２）ヘルメット式潜水器と異なり、マスク内に呼気が

蓄積されず、吸入した空気を直接排気する構造であ

るため、常に呼吸量に見合った空気量を送気する。

（３）コンプレッサーを使用する場合、潜水作業者ごと

に必ず調節用空気槽を設けなければならない。

（４）潜水作業者に予備ボンベを携行させるときは予備

空気槽を設ける必要はない。

（５）流量計は空気清浄装置と送気ホースの間に取付け

て空気の送気量を確認する計器で、高気圧作業安全

衛生規則により設置が義務づけられている。



問１４ 容量１２ 、充てん圧力２０ＭPaの空気ボンベ１ﾘｯﾄﾙ

本を携行し深度１５ｍにおいてスクーバ式潜水業務を

行う場合、潜水できる最長の時間は次のうちどれか。

ただし、空気消費量は毎分６０ として計算し、ﾘｯﾄﾙ

潜降及び浮上に要する時間は無視するものとする。

（１）１２分

（２）１６分

（３）２０分

（４）２４分

（５）３０分

問１５ スクーバ式潜水器に用いられるボンベに関する次の

記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）ボンベは材質によって２種類に分けられ、クロー

ムモリブデン鋼などの鋼合金で製造されたスチール

ボンベとアルミ合金で製造されたアルミボンベがあ

る。

（２）ボンベは高圧ガス保安法に基づいて衝撃、耐圧、

気密等の検査を行う。

（３）ボンベの内容積は４～１８ のものがあり、バﾘｯﾄﾙ

ルブには開閉だけの機能を持つＫバルブと開閉機能

とリザーブバルブ機構を持つＪバルブがある。

（４）リザーブバルブ機構は、ボンベ内の圧力が充填圧

力の２０％まで下がるとボンベ内の隔離した部屋か

ら空気を補充する機能である。

（５）ボンベは、使用後も０.５ＭPa～１ＭPaの空気を

残しておくようにする。

潜水Ａ

４／５

問１６ 潜水に用いる圧力調整器（レギュレーター）に関す

る次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）第１段減圧部で高圧空気を１ＭPa程度まで減圧す

る。

（２）第１段減圧部で減圧される中圧空気の圧力は、水

深に影響されずレギュレーターに組み込まれている

スプリングの力で定まる。

（３）第２段減圧部では潜水深度の圧力まで減圧する。

（４）フーカー式潜水では、潜水者がレギュレーターの

減圧部に付いているマウスピースをくわえて息を吸

い込むと低圧弁が開いて低圧空気が吸入される仕組

みとなっている。

（５）潜水者が息を吸うときにだけレギュレーターから

空気が供給される給気方式をデマンド式という。

問１７ 送気式潜水により潜水業務に従事する場合の留意す

べき事項として、誤っているものは次のうちどれか。

（１）熟練者が潜降するときは、排気弁等の調節のみで

潜降して差支えないが、潜降速度は毎分１０ｍ程度

で行うようにする。

（２）潜降中に耳痛を感じたときは、潜降索につかまり

一旦停止し、唾をのむ等の方法により耳抜きを行う。

（３）無停止減圧の範囲内の潜水の場合でも、水深６ｍ

又は３ｍで浮上停止する。

（４）潜水者と連絡員との連絡を信号索や送気ホースを

引き合って行うときは、モールス信号式に引き合う。

（５）潜水者と連絡員間の信号では、発信者からの信号

を受けた受信者は必ず発信者に対して同じ信号を送

り返す。



問１８ 潜水業務を行う場合の緊急浮上等に関する次の記述

のうち、誤っているものはどれか。

（１）スクーバ式潜水の場合で救命胴衣を装着していて

も、自力で浮上する。

（２）緊急浮上を要する場合、なるべく潜水業務用時間

表による第１回の浮上停止を行い、その後は浮上停

止を行わないで法定の速度で水面まで浮上する。

（３）浮上後は体を動かさないようにして、再圧室にい

れ、第１回目の浮上停止の圧力まで加圧し、異常が

なければ、直ちに次の浮上停止の圧力まで減圧し、

その後は潜水業務時間表に従って減圧する。

（４）緊急浮上後に行う再圧減圧は、浮上後３分以内に

開始する。

（５）特に緊急を要し、途中で浮上停止を行う余裕がな

い場合には、安全な範囲内でできるだけゆっくり浮

上する。

問１９ １日２回の潜水業務を１回目２４ｍ、２回目２５ｍ

の深度で行うこととし、１回目の潜水時間を６０分行

った後、船上で１時間３０分安静にした場合、２回目

の潜水可能時間は次のうちどれか。

（本問及び問２０については、別表(１)、(２)を用い

て算出すること。）

（１）１００分

（２）１０８分

（３）１２０分

（４）１２７分

（５）１４０分

潜水Ａ
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問２０ 前１９問に関して、２回目の潜水を７０分行った場

合の浮上停止の位置と停止時間は次のうちどれか。

（１）水深６ｍで２１分、同じく３ｍで２２分

（２）水深６ｍで２６分、同じく３ｍで２２分

（３）水深６ｍで２７分、同じく３ｍで２５分

（４）水深６ｍで２７分、同じく３ｍで３２分

（５）水深６ｍで２９分、同じく３ｍで４１分

（午前終り）



別表(1)
業 務

浮 上（分） 体 内 業務間 一日に
終了後

潜水 ガス圧 ついて
ガス圧

深度 潜 水 時 間 ガス圧 減 少 の潜水
減 少

(ｍ) 24ｍ 21ｍ 18ｍ 15ｍ 12ｍ ９ｍ ６ｍ ３ｍ 時 間 時 間
時 間

係 数 (分) (分)
(分)

10分以下 1.1 30 30
10分を超え 30分以下 1.2 30 30

10を 30分を超え 60分以下 1.4 30 30
超え 60分を超え 90分以下 1.5 30 30

480

12以 90分を超え 120分以下 1.6 30 30
下 120分を超え 180分以下 3 1.8 60 30

180分を超え 240分以下 5 1.9 60 30
240分を超え 360分以下 7 2.1 150 60

10分以下 1.1 30 30
10分を超え 30分以下 1.3 30 30
30分を超え 60分以下 1.5 30 30

12を 60分を超え 90分以下 1.6 30 30
超え 90分を超え 120分以下 4 1.7 60 30

420
14以 120分を超え 150分以下 6 1.8 60 30
下 150分を超え 180分以下 7 1.9 60 30

180分を超え 210分以下 9 2.0 60 30
210分を超え 240分以下 10 2.0 150 60
240分を超え 300分以下 12 2.1 150 60

10分以下 1.1 30 30
10分を超え 30分以下 1.3 30 30
30分を超え 50分以下 1.4 30 30

14を 50分を超え 70分以下 1.6 30 30
超え 70分を超え 90分以下 3 1.7 60 30

360
16以 90分を超え 120分以下 6 1.8 60 30
下 120分を超え 150分以下 9 1.9 60 30

150分を超え 180分以下 12 2.0 60 30
180分を超え 210分以下 13 2.1 150 60
210分を超え 270分以下 17 2.2 150 60

10分以下 1.1 30 30
10分を超え 25分以下 1.3 30 30
25分を超え 40分以下 1.4 30 30

16を 40分を超え 55分以下 1.5 30 30
超え 55分を超え 75分以下 2 1.7 60 30

300
18以 75分を超え 105分以下 11 1.8 60 30
下 105分を超え 135分以下 16 1.9 60 30

135分を超え 150分以下 4 16 2.0 60 30
150分を超え 180分以下 7 16 2.1 150 60
180分を超え 240分以下 9 21 2.2 150 60

10分以下 1.2 30 30
10分を超え 25分以下 1.3 30 30
25分を超え 35分以下 1.4 30 30

18を 35分を超え 50分以下 1.5 30 30
超え 50分を超え 65分以下 9 1.6 30 30

270
20以 65分を超え 95分以下 16 1.8 60 30
下 95分を超え 115分以下 7 16 1.9 60 30

115分を超え 135分以下 10 16 2.0 60 30
135分を超え 165分以下 15 27 2.1 150 60
165分を超え 225分以下 18 34 2.2 150 60

15分以下 1.2 30 30
15分を超え 30分以下 1.4 30 30
30分を超え 42分以下 1.5 30 30

20を 42分を超え 60分以下 7 1.7 60 30
超え 60分を超え 75分以下 16 1.8 60 30

240
22以 75分を超え 85分以下 5 16 1.8 60 30
下 85分を超え 100分以下 12 16 1.9 60 30

100分を超え 120分以下 17 22 2.0 60 30
120分を超え 150分以下 21 29 2.1 150 60
150分を超え 210分以下 25 39 2.2 150 60

10分以下 1.2 30 30
10分を超え 25分以下 1.4 30 30
25分を超え 37分以下 1.5 30 30

22を 37分を超え 50分以下 6 1.6 30 30
超え 50分を超え 58分以下 14 1.7 60 30

216
24以 58分を超え 75分以下 16 14 1.8 60 30
下 75分を超え 90分以下 18 16 1.9 60 30

90分を超え 108分以下 21 22 2.0 90 30
108分を超え 145分以下 27 32 2.1 150 60
145分を超え 180分以下 29 41 2.2 150 60

10分以下 1.2 30 30
10分を超え 20分以下 1.3 30 30
20分を超え 32分以下 1.5 30 30

24を
32分を超え 45分以下 7 1.6 30 30

超え
45分を超え 55分以下 16 1.7 60 30

200
55分を超え 65分以下 8 16 1.8 60 30

26以
65分を超え 80分以下 18 16 1.9 60 30

下
80分を超え 100分以下 26 22 2.0 90 30

100分を超え 110分以下 27 25 2.0 150 60
110分を超え 160分以下 29 41 2.2 150 60

10分以下 1.2 30 30
10分を超え 20分以下 1.4 30 30
20分を超え 28分以下 1.5 30 30

26を 28分を超え 40分以下 6 1.6 30 30
超え 40分を超え 44分以下 11 1.6 30 30

44分を超え 49分以下 16 1.7 60 30 180
28以 49分を超え 60分以下 11 16 1.8 60 30
下 60分を超え 70分以下 18 22 1.9 60 30

70分を超え 90分以下 27 22 2.0 90 30
90分を超え 110分以下 8 27 29 2.1 150 60

110分を超え 140分以下 13 29 41 2.2 150 60

10分以下 1.2 30 30
10分を超え 20分以下 1.4 30 30
20分を超え 25分以下 1.5 30 30
25分を超え 35分以下 4 1.6 30 30

28を
35分を超え 39分以下 10 1.6 30 30

超え
39分を超え 44分以下 16 1.7 60 30

170
44分を超え 50分以下 8 16 1.8 60 30

30以
50分を超え 60分以下 16 16 1.8 60 30

下
60分を超え 78分以下 27 22 1.9 60 30
78分を超え 85分以下 5 27 22 2.0 90 30
85分を超え 105分以下 12 27 32 2.1 150 60

105分を超え 130分以下 17 29 48 2.2 150 60

10分以下 1.2 30 30
10分を超え 22分以下 1.4 30 30
22分を超え 30分以下 8 1.5 30 30

30を 30分を超え 35分以下 14 1.6 30 30
超え 35分を超え 40分以下 22 1.6 30 30

40分を超え 46分以下 9 22 1.7 60 45 158
32以 46分を超え 53分以下 16 22 1.8 60 45
下 53分を超え 68分以下 27 22 2.0 90 45

68分を超え 79分以下 7 27 33 2.0 90 45
79分を超え 100分以下 17 27 48 2.1 150 60

100分を超え 120分以下 21 27 55 2.1 150 60
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潜 水 士 試 験 Ｂ

受験番号 潜水Ｂ

１／４

（ 高 気 圧 障 害 ）

問 １ 人体の呼吸器系に関する次の記述のうち、誤ってい

るものはどれか。

（１）酸素と二酸化炭素（炭酸ガス）のガス交換は、肺

だけでなく、体毛細血管と全身の組織・細胞間でも

行われる。

（２）呼吸中枢は延髄にあり、ここからの刺激によって

呼吸筋は支配されている。

（３）呼吸中枢が刺激されて呼吸運動が行われるために

は、血液中に一定以上の二酸化炭素が含まれている

ことが必要である。

（４）肺は、両肺を合わせて数億の肺胞の集りで、その

表面積は約７０ｍ あるといわれている。２

（５）呼吸死腔が小さいほど酸素不足や二酸化炭素蓄積
こ う

が起きる。

問 ２ 血液の循環等に関する次の記述のうち、誤っている

ものはどれか。

（１）自律神経は内臓などに分布し、呼吸、循環などの

作用を無意識的、反射的に調節する。

（２）心臓の左右の心室の間が孔で通じていると、重い

減圧症を引き起こすおそれがある。

（３）心臓の収縮期と拡張期の２つの時期を合わせて心

臓の１周期という。

（４）心臓が規則正しく収縮と拡張を繰り返しているの

は、心臓の中に電気的な刺激が発生し、これが心筋

に伝わるからである。

（５）最大血圧は心臓の収縮力と送血量とに関係するが、

最小血圧は末 梢 血管抵抗の程度を反映している。
しょう

問 ３ 人体の神経に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）中枢神経は、脳と脊髄からなっている。
せき

（２）脊髄は、運動系と知覚系の神経の伝導路である。

（３）末 梢 神経は、体性神経と自律神経からなってい
しょう

る。

（４）自律神経は、随意筋に分布し、生命の維持に必要

な器官の作用を調節する。

（５）自律神経には、交感神経と副交感神経とがある。

問 ４ 潜水作業における副鼻腔の障害等に関する次の記述
こ う

のうち、誤っているものはどれか。

（１）かぜを引いて鼻から副鼻腔に炎症を起こし、鼻腔

と副鼻腔を結ぶ細い管がふさがったまま潜水すると

障害を起こすことがある。

（２）症状は、障害を起こした副鼻腔部分に強い痛みや

出血が起こり、特に眉間に激痛が生ずることがある。

（３）症状が現れたときは、同じ水深の場所に暫くいる

と痛みが和らぐことが多い。

（４）障害の予防の一つに、初期の潜降をゆっくり行う

ことがある。

（５）鼻腔と副鼻腔との間の細い管がふさがった場合は、

耳抜きによって開くことができる。

問 ５ 窒素酔いに関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。

（１）水深３０～４０ｍ以上になると、潜水者が酒に酔

った状態になるのは、空気の中の窒素の分圧が高く

なり麻酔作用が出現するからである。

（２）潜水深度が更に深くなるにつれ、窒素酔いはひど

くなってくることがある。

（３）送気量の過剰や水温が高くなると、窒素酔いがひ

どくなる要因となる。

（４）窒素酔いの症状は、精神活動が鈍くなり、気分が

爽快になったり、意味もなく笑ったりすることがあ
そう

る。

（５）窒素酔いがひどくなると、手足がもつれ、そのま

ま動かせなくなる。



問 ６ 二酸化炭素（炭酸ガス）中毒の原因として、最も関

連の薄いものは次のうちどれか。

（１）供給される空気量の不足

（２）肺活量の大きさ

（３）水深３０ｍ超による空気密度の増大

（４）空気清浄装置の機能の低下

（５）過重な潜水労働

問 ７ 酸素中毒等に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）酸素中毒は、送気中に二酸化炭素（炭酸ガス）が

多いときには起こりにくいといわれている。

（２）大気圧中において、長時間純酸素を吸入すると、

呼吸器に炎症性変化を起こす。

（３）酸素中毒は、暑いとき又は寒いときに起こりやす

いといわれている。

（４）酸素中毒に耐える圧力と吸入時間の関係は、人に

よって大きな差があり、同一人でも日によってかな

り違う。

（５）高い圧力下で純酸素の吸入を続けると、脳などの

中枢神経系統が侵され、意識を失うことがある。

問 ８ 減圧症の症状に関する次の記述のうち、誤っている

ものはどれか。

（１）減圧症は、浮上後、数時間以内に発症するものが

多い。

（２）激しい疲労感や手足の痛みなどが、重い減圧症の

前ぶれであることがある。

（３）皮膚症状は、通常、しばらくたつと消えるが、な

かには減圧症の前ぶれとなるものもある。

（４）関節及び筋肉痛（いわゆるベンズ）は、潜水作業

によっても異なるが、人体で二酸化炭素（炭酸ガス）

を多く発生する肩や肘の関節部に多くみられ、とき

に膝や股の関節部にも出現する。

（５）症状別発生でみると、中枢神経系の障害や呼吸循

環系の障害が過半数を占める。

潜水Ｂ

２／４

問 ９ いわゆるチョークスが進行した場合の症状に関する

次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）浅く速い呼吸から呼吸困難になる。

（２）かきむしるような胸苦しさが起こる。

（３）顔面が蒼白となる。

（４）脈拍が遅くなる。

（５）血圧が急激に低下する。

問１０ 心肺蘇生法に関する次の記述のうち、誤っているも
そ

のはどれか。

（１）被災者の意識がなくなると、口の奥に舌が落ち込

んで、気道がふさがれることがある。

（２）舌根が完全に気道を閉塞したときは、胸が動いて

いても呼吸音は聞こえない。

（３）気道が開かれないまま、口対口人工呼吸法で、息

を吹き込むと、吹き込んだ息は胃の方に入ってしま

う。

（４）吹き込んだ空気が胃に流入した場合、胃が膨張し

て、その内容物が口の方へ逆流することがある。

（５）息が肺に吹き込まれるのを確認するために、息を

吹き込むたびに、腹部が盛り上がるのを観察する。



（ 関 係 法 令 ）

問１１ 潜水業務に用いる次の設備器具等のうち、厚生労働

大臣が定める構造規格を具備しなければ、譲渡し、貸

与し、又は設置してはならないものはどれか。

（１）送気用空気圧縮機

（２）送気用手押ポンプ

（３）ボンベの圧力調整器

（４）潜水服

（５）潜水器

問１２ 事業者が労働者に対し特別の教育を行わなければな

らない業務は、次のうちどれか。

（１）潜水作業者へ送気するための空気圧縮機を運転す

る業務

（２）潜水作業者への送気の調節を行うためのコックを

操作する業務

（３）連絡員の業務

（４）潜水作業者の監視を行う業務

（５）潜水器を点検する業務

問１３ 携行させたボンベ（非常用のものを除く。）からの

給気を受けて行う潜水業務に関する次の記述のうち、

法令上、誤っているものはどれか。

（１）潜降直前に、潜水作業者に対し、当該潜水業務に

使用するボンベの現に有する給気能力を知らせる。

（２）ゲージ圧力１０ＭPa以上の気体を充填したボンベ
てん

から給気を受けさせるときは、潜水作業者に二段以

上の減圧方式による圧力調整器を使用させる。

（３）潜水作業者に異常がないかどうかを監視するため

の者を置く。

（４）潜水深度が１０ｍ未満であっても、さがり綱を使

用させる必要がある。

（５）さがり綱には、浮上停止の深度を示す位置に木札

又は布等を取付けておく。

潜水Ｂ

３／４

問１４ 水深に応じ、毎分６０ 以上の送気能力を有するﾘｯﾄﾙ

空気圧縮機と最高使用圧力が０.７ＭPaの空気槽を用い

て、潜水作業者に圧力調整器を使用させないで最高深

度が３０ｍの潜水業務を行わせる場合、予備空気槽の

内容積は少なくとも何 としなければならないか。ﾘｯﾄﾙ

次のいずれかの式を選定して算定すること。

４０（０.０３Ｄ＋０.４）
イ． Ｖ≧

Ｐ

６０（０.０３Ｄ＋０.４）
ロ． Ｖ≧

Ｐ

ﾘｯﾄﾙ（１） ６５

ﾘｯﾄﾙ（２） ７５

ﾘｯﾄﾙ（３） ９２

ﾘｯﾄﾙ（４） ９８

ﾘｯﾄﾙ（５）１１２

問１５ 高気圧作業安全衛生規則別表第２（いわゆる潜水テ

ーブル）に関する次の記述のうち、誤っているものは

どれか。

（１）ガス圧減少時間について業務間と業務終了後に与

えなければならない時間が示されている。

（２）潜水時間とは、潜水作業者が潜降を開始したとき

から浮上を開始するまでの時間をいう。

（３）体内ガス圧係数とは、浮上したときに体内に残っ

ている窒素ガス分圧と酸素ガス分圧との比である。

（４）この時間表は水深１０ｍ以上の場所における潜水

業務に適用される。

（５）潜水回数について１日当りの限度は定められてい

ない。



問１６ 事故により潜水作業者を緊急に浮上させるため、浮

上速度を速め、又は浮上停止時間を短縮したとき、当

該労働者に対して浮上後に講じなければならない措置

として、法令上、正しいものは次のうちどれか。

（１）一定時間大気中で安静にさせる。

（２）すみやかに人工呼吸を行う。

（３）酸素吸入を行わせる。

（４）ただちに医師の診察を受けさせる。

（５）すみやかに当該潜水業務の最高の水深まで再び潜

水させる。

問１７ 空気圧縮機により送気して行う潜水業務において、

特定の設備器具については一定期間ごとに１回以上点

検しなければならないが、次の組合せのうち基準に違

反するものはどれか。

（１）空気圧縮機 ………………………………… １週

（２）送気する空気を清浄にするための装置 … １月

（３）水中時計 …………………………………… ３月

（４）水深計 ……………………………………… ３月

（５）送気量を計るための流量計 ……………… ６月

問１８ 送気式潜水業務における連絡員に関する次の記述の

うち、法令で規定されていないものはどれか。

（１）連絡員を潜水作業者２人以下ごとに１人配置する。

（２）連絡員は、潜水作業者の携行物を点検し確認する。

（３）連絡員は、潜水作業者への送気の調節を行うため

のバルブを操作する業務に従事する者と連絡して、

潜水作業者に必要な量の空気を送気させる。

（４）連絡員は、送気設備の故障、その他の事故により、

潜水作業者に危険又は健康障害の生ずるおそれがあ

るときは、すみやかに潜水作業者に連絡する。

（５）連絡員は、ヘルメット式潜水器を用いて行う潜水

業務においては、潜降直前に潜水作業者のヘルメッ

トがかぶと台に結合されているかを確認する。

潜水Ｂ

４／４

問１９ 潜水業務に常時従事する労働者に対して行う健康診

断に関する次の記述のうち、法令上、正しいものはど

れか。

（１）特別の項目について、医師による健康診断を行っ

た結果、更に、医師が必要と認めた者については、

作業条件の調査や心電図検査等を追加して行わなけ

ればならない。

（２）健康診断は、雇入れの際及び１年以内ごとに１回、

定期に行わなければならない。

（３）健康診断は、水深１０ｍ以上の場所において潜水

業務に常時従事する労働者に対して実施しなければ

ならない。

（４）雇入れの際実施した健康診断の結果は、所轄労働

基準監督署長に報告しなければならない。

（５）健康診断の個人票は３年間保存しなければならな

い。

問２０ 再圧室の構造等に関する次の記述のうち、誤ってい

るものはどれか。

（１）可搬型の再圧室には副室を設けなくてもよい。

（２）再圧室には、内部を観察できる窓が、必ず設けら

れている。

（３）再圧室の圧力を表示する圧力計は、送気及び排気

を調節するための弁又はコックを操作する場所に設

けられている。

（４）再圧室の床材その他内装材は、不燃性又は難燃性

のもので造られている。

（５）再圧室には専用の送気管と排気管が設けられ、排

気管には外気が逆流しないように弁がついている。

（終 り）


